
種類 評価指標の設定の考え方

アウトプット指標 事業を実施することによって直接発生した成果物・事業量（アウトプット）を表す指標

（活動指標）  　⇒年度ごとに具体的な事業・施策の取組状況などを評価指標として設定

アウトカム指標 施策・事業の実施により発生する効果・成果（アウトカム）を表す指標

（成果指標） 　⇒国の統計調査（住宅・土地統計調査など）の項目を評価指標として設定

アウトカム指標の報告 

１． 評価指標とは 

 にいがた住まい環境基本計画（以下、計画という）を推進していくためには、「ＰＤＣＡサイクル」を円滑

に回していく必要がありますが、「ＰＤＣＡサイクル」のＣ（Check）の段階における結果・成果を定量的に

評価するものを評価指標といいます。本計画の評価指標を以下に示します。 

 

２．評価指標の種類 

■評価指標の種類 
 

 

 

 

３．アウトカム指標の報告について 

評価指標のうち、アウトプット指標は、年度ごとの具体的な事業の取組状況の評価を行うので、確認は年

度末に行います。一方、アウトカム指標は国の統計調査（住宅・土地統計調査など）の結果を用いて算出し

ます。今回は本計画の４つの基本目標に関連したアウトカム指標のうち、平成 30 年の国の統計調査で公表

されたものについてアウトカム指標の確認をします。 

■４つの基本目標に関連するアウトカム指標について 

【関連するアウトカム指標】
　④最低居住面積水準の未満率
　⑤子育て世帯における誘導居住面積水準の達成率

【関連するアウトカム指標】
　①高齢者が居住する住宅のバリアフリー化率
　②共同住宅共用部分のユニバーサルデザイン化率
　③住宅の耐震化率⇒算定中

【関連するアウトカム指標】
　⑥新築住宅における認定長期優良住宅の割合
　⑦省エネルギー対策率
　⑧リフォーム実施戸数の住宅ストック戸数に対する割合
　⑨住宅の利活用期間（滅失住宅の平均築後年数）
　⑩中古住宅の住み替え意向の割合⇒国の公表待ち

【関連するアウトカム指標】
　⑪「住宅の広さや間取り」に対する満足度
　⑫住宅のまわりの「まちなみ、景観」に対する満足度
　⇒※⑪及び⑫について国の公表待ち

【基本目標３】

環境負荷の低減に貢献する
住宅・関連市場の形成

【基本目標４】

多様な暮らしを実現する
魅力ある住環境づくり

【基本目標１】

住み慣れた地域で
安心・安全・快適に

暮らせる住宅・住環境の形成

【基本目標２】

誰もが安定した居住を
確保できる多様な仕組みの構築
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